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子
供
た
ち
が
学
校
に

い
る
時
に
地
震
や
大
雨
が

降
っ
た
時
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　

大
雨
に
な
っ
た

場
合
は
、
ま
ず
児
童
・
生
徒

を
学
校
に
待
機
さ
せ
る
と
と

も
に
、
そ
の
旨
を
保
護
者
に

連
絡
す
る
。
学
校
の
立
地
条

件
に
よ
っ
て
洪
水
被
害
等
の

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
校

舎
の
２
階
や
３
階
に
避
難
を

さ
せ
て
安
全
を
確
保
す
る
。

安
全
が
確
認
さ
れ
た
後
に
、

保
護
者
に
来
校
し
て
い
た
だ

き
、
児
童
・
生
徒
を
引
き
渡

す
。
地
震
の
場
合
は
、
地
震

発
生
直
後
は
落
下
物
を
避
け

今後の
アレルギー食への
対応は
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議
員

る
た
め
に
机
の
下
に
避
難
を

さ
せ
る
。
地
震
の
程
度
や
状

況
に
よ
っ
て
は
、
運
動
場
な

ど
の
広
い
場
所
に
２
次
避
難

を
行
う
。
地
震
に
よ
る
津
波

が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
高

台
へ
の
避
難
を
行
う
。
い
ず

れ
の
場
合
も
情
報
収
集
と
的

確
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
の

で
、
日
頃
か
ら
研
修
を
通
し

て
、
教
職
員
の
共
通
理
解
を

図
り
、
定
期
的
な
訓
練
も
行

い
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
い
る
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
教
育
へ
の

取
組
は
。

　
　
　
　

１
つ
は
、
地
域
の

魅
力
を
記
憶
と
心
に
刻
む
こ

と
。
２
つ
目
は
、
地
域
の
産

業
や
人
材
と
出
会
う
こ
と
。

い
ず
れ
も
重
要
な
取
組
で
あ

り
、
学
習
を
通
し
て
自
分
の

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り

を
培
う
と
と
も
に
、
将
来
的

に
何
ら
か
の
形
で
ふ
る
さ
と

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
意
識

を
養
う
教
育
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　
こ
ど
も
医
療
費
の
現

物
給
付
は
難
し
い
の
か
。

　
　
　

は
っ
き
り「
し
ま
す
」

と
い
う
段
階
で
は
ま
だ
な
い
。

　
　
　
８
０
５
０
問
題
と
は
。

　
　
　
　
　
　

40
代
あ
る
い

は
50
代
で
、
俗
に
い
う
引
き

こ
も
り
に
な
っ
て
い
る
当
事

者
を
、
70
代
、
80
代
の
親
が

そ
う
い
っ
た
方
々
を
家
庭
で

支
え
て
、
精
神
的
、
経
済
的

に
も
限
界
を
迎
え
る
と
い
う
よ

う
な
事
情
を
総
称
し
て
８
０

５
０
問
題
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　
ひ
き
こ
も
り
の
方
や

８
０
５
０
問
題
に
対
し
て
の

対
策
・
支
援
は
。

　
　
　
　
　
　

県
や
市
な
ど
、

多
く
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
て
い
る
。
ま
ず
は
気
軽

に
行
政
へ
相
談
を
し
て
い
だ

き
た
い
。

　
　
　
生
活
保
護
を
受
け
る

基
準
は
。

　
　
　
　
　
　

収
入
が
国
が

定
め
る
最
低
生
活
費
に
満
た

な
い
場
合
に
生
活
保
護
が
適

用
さ
れ
る
。

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

ナッツ類の
代替食の対応を検討
している。

　
　
　
構
想
路
線
「
島
原
天

草
長
島
連
絡
道
路
（
深
江
町

か
ら
口
ノ
津
港
）」
の
早
期

事
業
化
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　

本
路
線
が
重

要
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
さ

れ
た
上
で
、
島
原
半
島
南
部

の
道
路
整
備
の
方
向
性
に
つい

て
、
昨
年
度
か
ら
地
元
関
係

市
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
地
元
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
整
備
の
方

向
性
に
つい
て
検
討
を
進
め
て

い
く
。（
県
議
会
議
長
）
道

路
整
備
の
社
会
基
盤
の
整
備

要望・提案について
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議
員

は
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
　
　
自
転
車
歩
行
者
専
用

道
路
等
の
整
備
に
係
る
財
源

確
保
に
つ
い
て
、
早
期
完
成

に
向
け
た
事
業
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
産
業
活
性
化
に

資
す
る
た
め
道
路
整
備
を
遅

滞
な
く
進
め
る
た
め
、
本
市

が
必
要
と
す
る
過
疎
対
策
事

業
債
の
配
分
に
つ
い
て
特
段

の
配
慮
を
。

　
　
　
　
　
　

自
転
車
歩
行

者
専
用
道
路
等
の
整
備
が
観

光
に
お
け
る
誘
客
効
果
や
産

業
活
性
化
な
ど
の
過
疎
対
策

と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
発
揮

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
過
疎

対
策
事
業
債
の
配
分
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。（
県
議
会
議

長
）
私
た
ち
も
頑
張
って
い
く
。

　
　
　
原
城
跡
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
に
係
る
財

政
支
援
等
に
つ
い
て
、
過
疎

対
策
事
業
債
（
雇
用
創
出
特

別
枠
）
の
配
分
に
つ
い
て
特

段
の
配
慮
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
、
そ
の
他
の
財
源

確
保
に
向
け
て
も
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

過
疎
対
策
事

業
債
の
雇
用
創
出
特
別
枠
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
県
の
担

当
課
が
行
う
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

事
業
の
詳
細
を
確
認
し
た

い
。
ま
た
、
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
等
に
関
す
る
情

報
提
供
や
事
業
計
画
の
作
成

に
つ
い
て
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。（
県
議
会
議
長
）
応

援
を
し
て
い
く
。

以
上
、
重
点
３
項
目
に
つ
い

て
知
事
・
県
議
会
議
長
か
ら

直
接
回
答
を
頂
い
た
。

残
り
12
項
目（
次
表
）に
つ
い

て
は
県
担
当
課
か
ら
回
答
。

議
員

議
員

（知事の代弁）市長

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

教育次長

教
育
次
長

教
育
長

福
祉
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

長
崎
県
の
施
策
に
関
す
る

要
望・提
案
に
つ
い
て（
知

事・県
議
会
議
長
の
回
答
は
）

市
長（
知
事
）

市
長（
知
事
）

市
長（
知
事
）

⒋ 

島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
構
想

　

 

及
び
九
州
西
岸
軸
構
想
の
推
進

　

 

に
つ
い
て

⒌ 

島
原
手
延
そ
う
め
ん
の
産
地
振 

　

 

興
に
つ
い
て

⒍ 

土
石
流
被
災
家
屋
保
存
公
園
の

　

 

再
整
備
に
つ
い
て

⒎ 

スマ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つい
て

⒏ 

海
藻
養
殖
（
ワ
カ
メ
）
の
種
苗

　

 

改
良
・
生
産
支
援
に
つ
い
て

⒐ 

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
担
い

　

 

手
育
成
型
）
の
予
算
確
保
に
つ

　

 

い
て

10. 

一
般
国
道
２
５
１
号
の
安
全
・

　

 

安
心
対
策
に
つ
い
て

11. 

南
島
原
市
に
つ
な
が
る
幹
線
道

　

 

路
網
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

12. 

一
般
国
道
３
８
９
号
の
整
備
促

　

 

進
に
つ
い
て

13. 

主
要
地
方
道
及
び
一
般
県
道
の

　

 

整
備
促
進
に
つ
い
て

14. 

二
級
河
川
の
整
備
に
つ
い
て

15. 

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
に

　

 

つ
い
て


